
























































ラスを接著した簡型供試体 (80mmX 80mm X 500mm， 
以下FWG体①)とセメントボードを4枚組合せ
た筒型供試体(80醐 X80mm X 500mm，以下CB体)
とU形ブロックに発泡廃ガラスを接藩した供試体
(240mm X 240mm X 600mm， FWG体②)を佐賀県唐
津市小友漁港内に設置した(臨時 1，写真由 1). 
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2 )の写真-4では FWG体①に緑藻類の繁茂(1
~ 2 cm)が自立ち始めているのに対し， CB体の
方は紅藻類が衰退していることが分かる.その傾








写奥山 5 H16.4鋭iJ!U( 1 年8ヵ月後)





















水 1晶 18. 8~21. 7"C 
自白 明 3，000lux (培養水面)， 24時間点灯













































































写奥ー は さま機材の殺菌状況(左)と主主苗された恭縫材(H18.2 (右))
写真吟15 3ヶ丹後(H18.4) (左)と l年後(H19.5) (右)(アラメの蒲生)
そのままの製品を，水中ボンドにて捨石による藻
場造成箇所に2mX2mの間隔で、設置した (H18.
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